
モルシージャ

昔、お互いとても菱し合ってはいても、けんかをしないではいられな
むかし　　　　たが

い老夫婦がいました。けんかするのを避けることはできなかったのです。

覇、昌が覚めると革逮けんかが始まりました。
「絡ま窒縮れなかったわo誓たは擬革いびきをかいていたの

よ。」と妻が言うと、夫がそれに答えて、

「もうはじまっ誓o叢杭わしに言うことって、わしを羅するこ

とだ。寧盲もいい目になりそうだ！」

このように三人は叢までけんかを続けていきました。

美は講を蒙で忠ごしていたため、妻のやることすべてに盲をはさむ
ことをやめませんでした。

「ぉまえ、線を点り込んでやろうか？龍が盛りそうだね。寧盲の凄輩

は、荷を搾ろうか。メルルーサかい、それとも鶏関かい？繊こ盲藷した
かい？．‥」などなど。

すべては難読ら言っていましたが、糞は、竿描、雀鑓されている

ような態じがして護れていました。ほとんどいつも、講じようなことが

起っていました。難は、箭旨の盲藷を続けるか、あるいは薪たな盲論

を始めました。ときには、一日以上、お互いに話もしないことさえもあ

りました。

ぁる旨、三人の妖潜が蒙にやってきました。款のけんかを南いて

芙菱残慾に患い、難がけんかをやめるかどうかを麗かめるため符かし

ようと考えました。

菌’はいい妖潜よ。あなた努を琵けてあげたいの。」と三品こ言いま
した。

猿らは、歩し驚きましたが、三協、盲諮するのをやめて、妖潜の雷

を高さました。

「ぁなた労にプレゼントをするわ。あなた努が董む叢茄の3つのことが

かなうでしょう。」それ荻生は荷も言わずに待ってしまいました。

老夫婦は、お互いに韻を見合わせて、どう考えていいやらわかりませ

んでしたが、符も言いませんでした。なぜなら、また薪たな青藷が始ま

ると琶驚したからです。糞は苔萌へ若き、夫は居間に残りました。
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2庶揃が過ぎて、蕾姿の烏揃になりました。すると実敷居南の葱か

らモルシージャのいい葛いが潜ってきました。というのも、歓が

萱薫のためにモルシージャの茹蔓をしていたからです。

夫がその匂いをかぐと、言いました。

「琴、モルシージャが食べられればなあ。」

すると、まさにその難敵テーブルの上にはものすごくおいしそうな
うえ

モルシージャが現れました。

「なんて、すぼらしいんだ。きっと、すごくおいしいぞ。」夫は満足

して言いました。

そのとき、糞が農高に尖ってきて、テーブルの上のモルシージャを見

ると、末忠義そうに尋ねました。
「そこにあるそのモルシージャ、どうしたの？」美は蕃えました。

「これがわしが叢杭こ萱んだことさ。ほら、みたかい！やさしい族譜

は、わしらにこれをくれたんだ。」

「ぁんたは、諾たちの叢坊の董みをこんな憲かなことに獲ったのかい。

ごらんよこのモルシージャを績むなんてoお釜とか、荷かもっと鶴のあ

るものを頼むことだってできたじゃないの。そうすればモルシージャ

をたくさん貰えたわ圭なんという蕪掛、かしらo箸えられないわ。」

といらいらしながら言いました。

「モルシージャなんて、あんたの算にくっついちゃえばいいのよ。」

そういうや否や、モルシージャが美の算にくっついてしまいました。

かわいそうな夫は、どうすればいいのかわかりませんでした。欝で

白菊の婆を見ると、びっくり精美しました。雛接、りっぱな算をして

いましたが、モルシージャがついていると、碁諺な婆となっていました。

それを取ろうとしましたが、その雷みは集塵でした。モルシージャは取

れず、妻がそれを引っ張れば引っ張るほど、算がますます赤くなりまし

ぉっと「摘まど誉ればい当だoこんな賞じゃ、苑に出られんぞ。」と、
夫はほとんど泣きながら言いました。

蒔縄はいらないわよ。」と糞が後に言うと、「見えないように寮を

搾ってあげるわ。それですべては麓藻よ。」

しかし、どんなに試してみても、どの寮も美を清楚させることはあ
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りませんでした。うまく轟鼓することができず、しかもまったく似合い
ませんでした。

「このままじゃいられないよ。とんでもないことだ。」と夫は言いま

した。「算からモルシージャが取れますように。」

その輔、董みはかないました。

妻は繰れました。なぜなら、すべての望みを使い果たしてしまった
のそ　　　　つか　　　は

からです。テーブルの上に、「プレゼント」としてモルシージャが残っ

ただけでした。美は、糞がモルシージャが算にくっついてしまえといっ

たことで、最黍の萱みを穏わなければならなくなったと糞のせいにしま
した。

繕烏のところ、ご愚積の逼り、またもや荷盲も青藷をするためのいい

盲美を見っけることになりました。

めでたし、めでたし、これでおしまい。
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